
ソリューション紹介

各種シミュレーションツールを駆使して組込み機器向け評価ボードの開発を進めてきた当社で
すが、東芝製の画像認識プロセッサ「Viscontiファミリー」の評価ボードでは、回路図だけでな
くレイアウトデータ・シミュレーションデータの提供も含めたボードソリューションを展開してい
ます。さらに基板メーカーとの連携によるお客様のタイム・ツー・マーケット短縮を支援するもの
で、車載での採用実績を活かし、今後は他の画像認識システムにも広く訴求していきます。

試作ボード開発・製品立ち上げをトータルに支援
早期商品化を促進する設計ソリューション 

を活用することが可能です。さらに、ソフ
トウェア開発キット（東芝製）（注１）（注２）を活
用することにより、画像処理アクセラレー
タを利用した画像処理ライブラリ、内蔵
周辺機能モジュールのデバイスドライバ、
Cコンパイラ・アセンブラなどの言語ツー
ル、Viscontiファミリーのキーモジュール
を実装したコアシミュレータなどを利用
できます。
　ハードウェア開発においては、当社製
評価ボードの設計資産を流用したお客様
独自のボード開発および量産ボードの開
発を支援するために、回路図・部品表をは
じめとした設計データをすべて無償で提
供しています。

量産を意識した小型化を実現

　Visconti2およびVisconti3評価ボー
ドは、お客様の最終商品をイメージするこ
とが出来るだけではなく、評価環境への
搭載を想定し、小型化を意識して開発を
行いました（図-1）。
　一口に「小型化を意識」と言っても、高
性能プロセッサを搭載したボードを小型
化するにはさまざまな問題が発生します。
たとえば、プロセッサの能力を最大限に
活用するには、大量のデータを高速に読
み書きできる高速メモリ規格に対応した
プリント基板の設計が必要となります。高
速メモリ規格は、動作クロックが高速で
あるため、制御信号間のタイミング調整
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車載向け画像認識プロセッサ
評価ボードの開発・販売

　組込み機器の高度化に伴い、ボード上
のLSIにも高速化が求められています。当
社では、シグナルインテグリティ（信号品
質）、パワーインテグリティ（電源品質）と
いったシミュレーション技術を用いて、さ
まざまな高速インタフェースを搭載した
ボードの開発を進めてきました（表-1）。こ
の技術を活用して、当社が現在開発およ
び販売しているのが、画像認識プロセッ
サLSI「Visconti ファミリー」の評価ボー
ドです。当社では、株式会社東芝 セミコン
ダクター&ストレージ社と協力し、2012
年より「Visconti2およびVisconti3評価
ボード」を開発・販売しています。
　Viscontiファミリーは、カメラから入力
された映像を遅延なくフレーム毎に画
像処理を行い、人、顔、手、車両などの特
徴や動きを検出します。さらに、その検出
結果をカメラから入力された映像にマー
キングして表示するだけではなく、音声

や音で外部へ通知することや、通信イン
タフェース経由で外部ユニットとコミュニ
ケーションすることが可能な、画像認識プ
ロセッサLSIです。
　Viscontiファミリーのターゲットは画像
認識技術を使ったシステムです。民生市
場では人や物の動きを検知することを利
用したさまざまな製品（ゲーム機器や空
調・照明機器の制御）への活用など、産業
市場では監視カメラや顔認証を活用した
セキュリティーゲートなどのセキュリティ
機器など、車載市場では事故を未然に防
止するさまざまなドライバーアシスト機能
などがあります。
　当社が販売しているVisconti2および
Visconti3評価ボードは、ソフトウェアお
よびハードウェアのラピッドプロトタイピ
ングをお客様に提供するため、ツールベ
ンダーと連携するなどさまざまなサービ
スも提供しています。
　ソフトウェア開発における開発環境は、
JTAGエミュレータ・デバッガ（株式会社 

Sohwa & Sophia Technologies製）（注1）

開発ボード アプリケーション データ転送レート

OMAP CPUボード DDR（Mobile）  266Mbps

FPGA画像処理ボード DDR2  533Mbps

LSI評価ボード DDR2  533Mbps

LVDS評価ボード LVDS  533Mbps

MCP評価ボード DDR（Mobile）  400Mbps

Giga Bit Ether PHY評価ボード 1000BASE-T  1Gbps

SATA PHY評価ボード SATA Gen3  3Gbps

表-1　高速インタフェースボードの主な実績
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図-1　Visconti2およびVisconti3評価ボード

図-2　試作ボード開発のトータルソリューション
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が必要です。また、高速メモリは年々低電
圧化されており、信号のひずみを考慮し
た品質確保が求められます。装置の安定
動作を実現するために、ミアンダ配線な
どによる等長配線やインピーダンス調整
だけではなく、各種シミュレーションツー
ルを使用した信号品質の解析（Signal 
Integrity 解析）を行うことが重要です。
この他、電源供給不足が原因で発生する
動作不具合を防ぐため、電源品質の解析

（Power Integrity解析）も不可欠です。
　さらに、これらの信号品質を確保しな
がら配線を高密度化する基板設計技術
が必須となり、ビルドアップという製造工
法を用いることが推奨されています。し
かし、ビルドアップ工法の採用には、費用
面・技術面および製造に要する時間が大
きな障壁となっています。
　当社では、お客様がより早く市場に
製品を投入できるようにするために、
Visconti2およびVisconti3評価ボード
の回路図と一緒に、この評価ボード開発
のためのレイアウトデータ・シミュレー
ションデータも提供していく設計支援
サービスをスタートしました。このサービ
スを活用することにより、基板のレイア
ウト設計に必要となるプロセッサを始め
とした部品形状データおよびシミュレー
ション結果を参考にお客様自身でカスタ
ムボードの設計を行うことができ、高品
質なボードを短期間で開発することが可

能になります。さらに、ビルドアップ基板
の設計および製造ノウハウを所有する基
板製造業者との連携も可能です。最終的
にはお客様の量産も含めたトータルソ
リューションを提供することにより、タイ
ム・ツー・マーケットの短縮を実現します。

お客様の試作ボード開発を
トータルサポート

　当社は、Visconti2およびVisconti3評
価ボードの販売および設計支援サービス
だけではなく、当社の評価ボードにお客
様の独自回路を追加したカスタムボード

の開発も行っています。この手法は、多数
のお客様に採用いただいており、ハード
ウェアに限らず、ソフトウェア開発におい
ても、製品の早期市場投入を可能にして
います。
　お客様は、独自回路を追加した評価
ボードが完成する前に、独自回路以外の
部分に関する評価を当社製評価ボード上
で実施出来るだけではなく、カスタムボー
ドが完成した際にも短期間で開発環境を
移行することが可能です。
　この開発環境の移行に関しても、当社
は強力なバックアップを行います。当社
は、組込み系ではリアルタイムOSからミ
ドルウェア、開発支援ツールからアプリ
ケーション開発まで幅広い技術とノウハ
ウを有しています。ファームウェア開発、ア
プリケーション開発およびFPGA開発な
ど各種サービスとコンサルテーションを
駆使したシステム設計ソリューションとし
て、お客様の短期開発と高品質をサポー
トしていきます（図-2）。

（エンベデッドシステム事業部　黒瀬 浩史）

注１：JTAGエミュレータ・デバッガおよびソフトウェア
開発キットは、別途各社より購入する必要があり
ます。

注２：ソフトウェア開発キットは、当社製評価ボード用
に一部修正が必要になります。

TOSHIBA INFORMATION SYSTEMS(JAPAN)CORPORATION 23Wave 2014.5 vol.18

実物大


